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四

白
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I王

五

当3

開

議
長

(
西
村
真
次
君
)

出

席

説

明

員

自
国
山
劫
役
、
一
両
木
収
入
役
、

議
長

(
西
村
真
次
君
)

の
報
告
が
あ
h
y
ま
し
た
。

。
〉

議

R禽2司

升と

さぜた

~之

...F=_ 

.l-、

(
西
村
守
門
戸
'い
君
)

(
山
)

長主

宍ー

広コ
ヲ

昭
和
田
十
五
年
度
館
山
市
国
民
国
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)

者1

一
芳
水
道
企
業
団
議
会
議
員
。
選
挙
に
つ
い
て

会

午
後
零
時
十
五
分

エ会
員元

開

本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
二
名
、
ζ

れ
よ

D
昭
和
四
十
六
年
度
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
を
同
会
い
た
し
ま
す
。

の

報

告

本
臨
時
会
の
議
案
審
査
の
た
め
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定

K
よ
る
出
席
要
求
に
対
し
、
本
間
一
巾
一長、

太
田
謀
長
、
長
谷
川
課
長
、
調
{
呂
田
課
長
、
伊
藤
課
長
、
小
念
課
長
、
士
口
一
同
事
務
長
以
上
の
者
が
出
席
す
る
む
ね

o 

~!j:] 

イサ

日
誠
実
を
配
付
い
た
し
ま

7

一主系
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・
見
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る
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せ
ん
Ar

記
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鴻
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認
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ま
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議
録
一
者

名

議

員

の

指

名

ヨ定



。
議
長
(
西
村
真
次
君
)
日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
決
定
を
行
念
同
ま
す
c

本
臨
時
会
の
会
議
録
箸
名
議
員
に
一
一
番
議
員
菊
井
敏
博
君
、
二
九
番
議
員
鈴
木
市
蔵
一
世
相
以
上
両
君
を
指
名
M
U
-
-

た
し
ま
す
c

と
れ

K
街
異

議
る

b
ま
せ
ん
か
。

。
議
長

(
「
巽
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
-D)

(
商
村
真
次
君
)
淘
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
加
え
し
ま
し
た
。

A 
z:;:: 

期

決

の

定

O

議
長
(
西
村
真
次
君
)
日
程
第
二

、
会
期
の
決
定
を
行
左
い

ま
す
v

本
臨
時
会
の
会
期
に
つ
き
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
本
日
一
日
と
い
う
と
と
で
る
b
ま
す
3

b
は
か

b
w
た
し
ま
す
G

会
期
を

一
日
と
{
一
化
め
ま
す
と
と
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O

議
長
(
西
村
真
次
君
)
街
異
議
念
し
と
認
め
主
す
心
よ
っ
て
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

本
日
の
議
事
は
な
手
も
と

K
配
付
の
日
程
表
に
よ
り
行
な
h
u

ま
ず
、

護

菜

理

由

の

説

明

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
市
長
本
開
設
君
登
壇
)

(
本
閣
議
君
)
ど
あ
い
さ
つ
並
び
に
議
案
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
議
会
議
員
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
栄
え
ゆ
く
市
の
将
来
を
と
と
ほ
ぎ
合
わ
せ
て
市
勢
の
伸
張

を
hv
祝
い
で
き
ま
す
と
と
は
、
私
の
心
か
ら
よ
ろ
と
び
と
す
る
と
と
ろ
で
ど
ざ
い
ま
す
む
議
員
の
み
な
さ
ま

K
は
昨
年
中
一
方
も
は
ら
ぬ
御
協

。

と
れ
よ

D
本
臨
時
会
招
粂

K
あ
た

D
市
長
の
あ
い
さ
つ
を
求
め
ま
す
q

本
同
市
長
。
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長

五.



(
ム
ハ
)

カ
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

D
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た
c

本
年
も
市
劫
灯
油
庁
張
の
た
め
よ
ろ
し
〈
御
指
導
、
御
支
援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
念
頭

加
申
し
上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
初
の
臨
時
市
議
会
を
招
集
し
御
審
議
わ
ず
ら
わ
し
ま
す
案
件
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
及
び
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算
の

二
件
で
あ

D
ま
す
。
ま
ず
去
る
十
二
月
定
例
市
議
会

k
b
い
て
債
務
負
担
行
為
の
予
算
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
庁
舎
一
増
築
工
事
に
か
か

わ
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結
で
あ

b
ま
す
が
、
指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
館
山
市
北
条
二
千
三
百
六
十
五
番
地
渡
辺
建
設

株
式
会
社
が
五
千
七
百
七
十
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
の
で
、
工
期
を
本
年
六
月
三
十
日
と
定
め
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
い
た
し
た
〈
、
条

例
の
定
め
る
と
と
ろ
に
よ
り
市
議
会
の
議
決
を
-念
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
氏
、
国
保
会
計
補
正
予
算
で
あ
h
y
ま
す
が
、
診
療
所
の
西
川
医
師
が
一
月
十
五
臼
を
も
ち
、
ま
し
て
退
織
す
る
と
と

K
な

b
、
三
月
ま
で

の
聞
は
引
き
続
き
診
療
に
あ
た
る
と
と
に
左
っ
て

b
b
ま
す
の
で
、
と
の
問
の
報
酬
と
し
て
給
料
か
ら
賃
金

K
予
算
の
組
み
か
え
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。
以
上
こ
の
た
び
提
案
い
た
し
ま
し
た
案
件

K
つ
き
ま
し
て
簡
略
念
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
急
施

を
要
ナ
る
も
の
で
あ

b
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
審
議
を
た
ま
わ
・
9
た
く
》
顔
凶
申
し
上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
加
ま
す
。
以
上
由
申
し
上
げ
ま
し

て
ど
る
い
さ
つ
と
す
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
-J

議

上

東

程

の

議
長

日
程
第
三
、
議
案
第
一

号
鐙
山
守
庁
舎
一増
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
ι

。

(
西
村
真
次
君
)

(
書
記
朗
読
)

議
案
第
一
号
鼠
山
市
庁
舎
増
築
工
事
請
負

契
約

C
H・
話
に

つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
庶
務
課
長

(
小
倉
澄
男
君
)

議
案
第
一
号
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。



た
だ
い
ま
市
長
の
提
案
理
由
の
中
に
も
御
説
明
が
ど
ざ
い
ま
し
た
と
か
夕
、
館
山
市
の
庁
舎
の
増
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て

、
昨
年
の
墓
、

十
二
月
三
十
日
荒
井
建
設
徐
式
会
社
、
株
式
会
社
石
井
工
務
底
、
有
限
会
社
計
工
務
底
、
富
士
土
建
株
式

A
d
、
館
山
建
設
業
協
同
組
合
、

渡
辺
建
設
沫
式
会
社
の
六
社
を
指
名
凶
え
し
ま
し
て
競
争
入
札
を

Z
し
ま
し
た
結
果
、
渡
辺
建
設
株
式
会

ιが
五
千
七
百
七
十
万
円
を
も

ち
ー
し
て
警
と
た
し
ま
し
た
の
で
条
例
の
定
め
る
と
と
ろ

K
よ
bι
ま
し
て
、
と
と
に
市
会
の
御
一
議
決
を
い
た
だ
き
た
く
議
案
を
提
出
い

た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

在-訟

、
御
参
考
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
増
築
い
た
し
ま
ナ
る
庁
舎
は
一
応
鉄
筋
三
階
建
て
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
総
坪
数
七
七
一
へ

l
ぺ
約

二
百
三
十
三
坪
に
左

D
さ
し
て
、
一
階
が
約
六
十
八
坪
、
二
階
約
九
十
二
坪
、
三
婿
約
八
十
二
坪
の
三
階
鐙
て
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
一
階

K

電
算
室
、
水
質
検
査
室
、
二
階
に
議
員
控
室
、
三
階
K

一
般
の
事
務
室
そ
う
伺
う
よ
う
念
配
置
を
も
ち
ま
し
て
、
市
の
も
と
の
庁
舎
と
は
た

だ
い
ま
の
議
会
事
務
局
の
前
の
廊
下
の
と
と
ろ
に
渡
・
9
廊
下
を
つ
け
ま
し
て
行
き
来
が
で
き
る
よ
う
な
ζ

と
で
、
現
在
の
自
転
車
小
屋
の
と

i
i
k
j培
設
す
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
は
な
は
だ
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
提
案
理
由
の
説
明
と
い
た
ナ
次
第
で
ど
ざ

2
ナ
。
よ

Z
4
1
しノ、、
、

。
議
長

倒
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

(
西
村
真
次
君
)

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
の
ー

採

決

。
議
長

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
る

D
ま
せ
ん
か
。

(
西
村
真
次
君
)

b
は
か

b
い
・
た
し
ま
す
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
る
タ
)

O

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
ナ
。

ι
訟
は
か
h
J
い
た
し
ま
す
。
本
案
を
原
案
の
と

b
b
可
決
す
る
に
御
異
議
あ

-D
ま
ぜ
ん
か
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
〉

御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
の
よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
と
b
h
y
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

(
七
)



(
八
)

上

程

E義

案

の

。
議
長

日
程
第
四
、
議
案
第
二
号
出
和
四
十
五
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
第
三
号
を
議
題
と

(
西
村
真
次
君
)

い
た
し
ま
す
c(

書
記
朗
読
)

議
案
策
二
号
昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
一
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
三
号
)

議

の

内

容

説

明

案

。
保
健
謀
長
(
網
島
憲
治
君
)
談
案
第
二
号
に
つ
き
ま
し
て
儲
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月
十
五
日
西
川
医
師
の
退
職

K
よ
り
ま
し
て
、
三
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
甫
結
い
上
げ
料
と
し
て
廃
い
上
げ
る
と
い
う
と
と
で
、
三
月
い
っ
ぱ

い
ま
で
や
っ
℃
い
た
だ
く
と
と
に
相
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
の
給
料
、
核
員
手
当
を
減
翁
い
た
し
、
ま
し
て
賃
金
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
き
す
-
先
ほ
ど
忠
・
し
上
J

り
ま
し
た
よ
う
花
一
日
一
万
三
千
円
、
大
体
今
の
見
通
し
で
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
き
て
い

た
だ
〈
ζ

と
に
相
な
ろ
う
か
と
患
仰
を
す
こ
六
十
五
百
円
け
を
予
定
い
た
し
て
h
F

り
ま
す
っ
さ
ら
に
つ
け
加
え
て
市
し
ま
す
と
、
診
療
所
に
今

ま
で
賃
金
が
二
万
円
予
算
計
上
し
て
あ
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
加
ま
す
が
、
と
れ
ば
簡
単
左
修
理
枯
一
寸
人
夫
賃
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
の
と
と
ろ
使

用
さ
れ
て
な

b
ま
せ
ん
の
で
、
一
向
者
合
わ
ぜ
ま
し
て
八
十
呂
万
五
千
円
と
い
う
数
字

K
相
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
申
し
上
w

げ
ま
し
た
起
債
。
操

D
二
.
げ
一
友
達
、
国
庫
寄
均
金
の
卓
勘
償
還
惟
一
寸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
と
の
会
計
に
財
政
的

な
負
担
を
あ
た
え
老
い
よ
う
な
彩
で
む

3
し
て
4
9
9
た
い

と
の
よ
う
に
考
え
て
含

'g
ま
す
。

一
応
そ
う
い
う
返
還
を
命
じ
ら
れ
た
時

点
で
西
川
医
院
に
た
て
か
え
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
ふ
う
な
と
と
を
考
え
て
な
タ
ま
す
っ
以
上
で
あ
り
・ま
す
2

議
長
(
西
村
真
次
君
)
街
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l

御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

。

決:



心

芸品
E

一一〈

T
4

実
を
完
治一一
一省
時
長
決
す
る
に
白
兵
詰
る
h
て
ま
せ
ん
か
‘

。

(
一
一
-
一
勺
案
反
者
一
)
な
ζ

dv
り
い
た
し
ま
す
‘

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
一
者
、
b
b
)

議
長
(
西
村
真
次
君
)
御
異
議
乏
し
と
認
め
ま
す
。

訟
は
か

b
い
た
し
ま
す
。
本
山
朱
を
原
案
の
と
な

b
可
決
す
る
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
h
y
)

(
西
村
真
次
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
原
案
の
と
な
タ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

一
芳
水
道
企

業

団

議

会

議

員

選

挙

議
1三

O

(

西
村
真
次
君
)
日
程
第
五
、
三
芳
水
道
企
業
団
議
会
の
議
員
の
選
挙
を
行
念
い
ま
す
。
問
団
規
約
第
五
条
の
規
定
に
よ

D
、

本
市
よ

b
選
挙
さ
れ
る
議
員
は
八
人
で
あ

b
ま
す
。

訟
は
か

b
い
た
し
交
す
c

選
挙
の
方
法
は
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

D
指
名
推
選

K
よ
b
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
あ
h
J
ま
ぜ
ん
か
。

。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
・
9
)

議

長

(

西

村

真

次

君

)

御

異

議

な

し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

重
ね
て
訟
は
か
h
y

い
た
し
ま
す
c

指
名
の
方
法
は
議
長

k
b
い
て
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ
に
御
異
議
る

-D
ま
せ
ん
か
c

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

D
)

議
一
一
長
(
西
村
真
次
君
)
御
異
議
左

し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
長

k
b
い
て
指
名
ナ
る
と
と
に
決
し
・
ま
し
た
。

〉一九

t
p指
名
い
え
し
ま
す
。

益
治
世
相

。
猿
田

白
熊
盛
太
郎
君

菊
品
汁

敏
一
同
君

五
十
嵐

目
升
君

(
九
)



(

一

O
)

山
口

一燥
君

安

西

益

男

君

小

沢

恵

太

郎

鈴

木

市

蔵

君

以
上
八
名
、
企
業
団
議
会
議
員

K
指
名
い
た
し
ま
す
。

訟
は
か
h
y
い
た
し
ま
す
ο

た
だ
い
交
議
長

K
な
い
て
指
名
い
た
し
ま
し
た
八
議
員
君
を
三
芳
水
道
企
業
団
議
会
の
，議
員
の
当
選
人
と
定
め

ま
す
と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
c

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
る

b
)

O

議
長
(
西
村
真
次
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
た
だ
い
ま
指
名
の
と

h
v
b
藤
田
益
治
君
、
白
熊
感
太
郎
君
、
菊
井
敏
博

君
、
五
十
嵐
昇
君
、
安
西
益
男
君
、
小
沢
恵
太
郎
君
、
鈴
木
市
蔵
君
、
山
口
康
君
が
三
芳
水
道
企
業
団
議
会
の
詰
員

K
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
当
選
さ
れ
ま
し
た
藤
田
益
治
君
、
白
熊
盛
太
郎
君
、
菊
井
敏
博
君
、
五
十
嵐
昇
君
、
安
西
益
男
君
、
鈴
木
市
蔵
君
、
小
沢
恵
太

郎
君
が
議
場
k
b
ら
れ
・
ま
ナ
の
で
本
席
よ

D
会
議
規
則
第
三
十
二
条

K
よ
る
告
知
を
い
た
し
ま
す
。
な

な

山

口

康

君

K
は
別
途
仲
一
口
知
を
い

た
し
ま
す
。閉

会

午
後
零
時
三
十
分

閉

ι、
Z弐

O

議

長

(

西

村

真

次

君

)

以

上

K
よ
り
本
臨
時
会

K
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
全
部
を
議
了
い
た
し
ま
し
た
。

市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
c

よ
っ
て
ζ

れ
に
て
第

一
回

O

本
日
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一、

会
期
の
決
定

一、

議
案
第
一
号
、
議
案
第
二
号



地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項

の
規
定

K
よ

D
署
名
す
る
。

歪璽盤毘璽盟盟国・・・

一
、
三
芳
水
道
企
業
団
議
会
議
員
選
挙

館
山
市
議
会
議
長

伯
尚
山
市
議
会
議
員

ふ
す
す
、
ゆ
品
川

館
山
市
議
会
議
員

(
一
一
)
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